


第㸯 調査の目的࣭方法 

 

㸯 調査の目的 

  2001年ࡢ司法制度改革審議会意見書ࡽ࠿ 10年余ࡾ経過ࡓࡋ中，民஦司法

東京，࡜ࡶࡢㄆ識ࡢ࡜ࡿあ࡟い現状ࡓࡀࡋᡂ果を実感ࡢ司法改革ࡣศ野࡛ࡢ

୕弁護士会ࡢ弁護士会員を対象࡟アンࢺ࣮ࢣ調査を実施ࡿࡍこࡾࡼ࡟࡜，民

஦司法ࡢ実情を明ࡋ࡟࠿ࡽ，民஦司法改革ࡢࡵࡓࡢ立法஦実ࡢࡵࡓࡿࡍ࡜資

料を収集ࡋ，運用改善，法改正及び新࡞ࡓ立法࡟役立ࡿࡏࡓこ࡜を目的ࡍ࡜

 。ࡿ

 

㸰 調査の方法 

㸦㸯㸧対象 

東京弁護士会ࡢ所属弁護士会員㸦7,215ྡ㸧 

第一東京弁護士会ࡢ所属弁護士会員㸦4,360ྡ㸧 

第஧東京弁護士会ࡢ所属弁護士会員㸦4,643ྡ㸧 

※括弧内ࡣ，いࡶࢀࡎ 2014年 8᭶ 1日現在ࡢ所属弁護士会員数 

㸦㸰㸧形式 

選択式㸦一部グ述式あࡾ㸧，無グྡ式㸦所属会࡜司法修習期ࡳࡢグ載欄あࡾ㸧 

㸦㸱㸧構ᡂ 

2013年 10᭶ 30日࡟公表さࠕࡓࢀ民஦司法を利用ࡋやࡍくࡿࡍ懇談会 最

終報告書 㸦ࠖ以ୗ，ࠕ最終報告書ࠖ࡜いう。 http://minjishihoukon.com/ を参

照㸧を踏ࡲえ，民஦஦件࣭基盤整備࣭家஦஦件࣭商஦஦件࣭行政஦件࣭労働

஦件࣭消費者஦件࣭医療஦件ࡢ 8ศ野࡛構ᡂࡓࡋ。 

家஦஦件࣭商஦஦件࣭行政஦件࣭労，࡟全員ࡣ民஦஦件࣭基盤整備，ࡓࡲ

働஦件࣭消費者஦件࣭医療஦件ࡣ過去 3 年間࡟各஦件をྲྀ扱ࡓࡗ経験ࡢあࡿ

者࡟ࡳࡢ回答を求ࡓࡵ。 

㸦㸲㸧実施期間 

2014年 3᭶ 3日～8᭶ 1日 

※当初ࡣ 6᭶ 30日を回答期限࡚ࡋ࡜設ᐃࡀࡓࡋ，回収数ࡢ増加を目的࡚ࡋ࡜ 8᭶ 1日

 。ࡓ回収をཷけ付け࡛ࡲ

 

㸱 調査の実施内容 

㸦㸯㸧東京弁護士会 

ձ 会員࡟対ࡿࡍアンࡢࢺ࣮ࢣ周知，配布及び回収ࡢ方法 

東京弁護士会ࡢ会館内࡟アンࢺ࣮ࢣ用紙を備え置ࡁ，アンࢺ࣮ࢣ回収箱

を設置ࡓࡋ。 

東京弁護士会ࣈ࢙࢘ࡢサイ࠾࡟ࢺい࡚，アンࢺ࣮ࢣ用紙を࢘ࢲン࣮ࣟࢻ
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ࢪガ࣐会員向け࣓࣮ࣝ，ࡋࢻ࣮ࣟࣉをアッࢱ࣮ࢹ࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍ

ン等࠾࡟い࡚アンࡢࢺ࣮ࢣ回答を依頼ࡓࡋ。 

東京弁護士会ࡢ各種委員会等㸦常議員会，民஦司法改革実現ᮏ部を含ࡴ

用紙をࢺ࣮ࢣアン࡚ࡌ各種委員会㸧，東京୕弁護士会多摩支部を通ࡢ࡚࡭ࡍ

配布ࡋ，回収ࡓࡋ。 

全会員࡟対ࡋ，アンࢺ࣮ࢣ回答依頼ࡢ文書を FAXࡾࡼ࡟送信ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

ࡓࡋ回答を依頼ࡢࢺ࣮ࢣアン，࡚ࡋ封ྠ࡟会報ㄅࡿࡍⓎ送࡟全会員ᐄ，࡟

㸦3 ᭶㸧。ࡓࡲ，全会員ᐄ࡟Ⓨ送ࡿࡍ会報ㄅ࡟アンࢺ࣮ࢣ用紙࡜返信用封筒

をྠ封࡚ࡋ，アンࡢࢺ࣮ࢣ回答を依頼ࡓࡋ㸦5᭶㸧。 

日付 内  容 対象者数 

3᭶ 3日 全会員࡟対ࡋ，FAXを送信ࡋ，東京弁護士会ࣈ࢙࢘ࡢ

サイࡽ࠿ࢺアンࢺ࣮ࢣ用紙を࢘ࢲン࣮࡚ࣟࡋࢻ回答

返࡟会報ㄅࡢ全会員Ⓨ送，ࡓࡲ。ࡓࡋ依頼࡟うࡼࡿࡍ

信用封筒をྠ封ࡓࡋ。 

6,690ྡ 

3᭶ 4日 会員向け࣓࣮࣐ࣝガࢪン࣐࣮࣓ࣝ，ࡾࡼ࡟ガࢪンⓏ録

会員࡟対ࡋ，東京弁護士会ࣈ࢙࢘ࡢサイࡽ࠿ࢺアンࢣ

ࡋ依頼࡟うࡼࡿࡍ回答࡚ࡋࢻン࣮ࣟ࢘ࢲ用紙をࢺ࣮

 。ࡓ

4,430ྡ 

3᭶ 17日 会員向け࣓࣮࣐ࣝガࢪン3，ࡾࡼ࡟᭶ 4日ྠ࡜様࡟回

答を依頼ࡓࡋ。 

4,334ྡ 

5᭶ 5日 全会員Ⓨ送ࡢ会報ㄅ࡬アンࢺ࣮ࢣ用紙࡜返信用封筒

をྠ封，郵便࡚࡟Ⓨ送ࡓࡋ。 

7,292ྡ 

6᭶ 16日 会員向け࣓࣮࣐ࣝガࢪン3，ࡾࡼ࡟᭶ 4日ྠ࡜様࡟回

答を依頼ࡓࡋ。 

4,346ྡ 

そࡢ他，各法律相談セン࣮ࢱを通࡚ࡌ，東京୕弁護士会ࡢ相談担当員࡟

アンࢺ࣮ࢣ用紙を配布࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，各法律相談セン࡟࣮ࢱアンࢺ࣮ࢣ回

収箱を設置ࡓࡋ。 

ղ 回答数㸦᭷効回答㸧 

   第一次集計：559ྡ，第஧次集計：570ྡ，合計：1,129ྡ 

ճ 回答率 

15.64％㸦1,129ྡ／7,215ྡ㸧 

※2014年 8᭶ 1日現在ࡢ弁護士会員数࡟対ࡿࡍ回答数ࡢ割合 

 

㸦㸰㸧第一東京弁護士会 

ձ 会員࡟対ࡿࡍアンࡢࢺ࣮ࢣ周知，配布及び回収ࡢ方法 

第一東京弁護士会ࡢ関連 9委員会㸦少年法委員会，人権擁護委員会，家

஦法制委員会，消費者問題対策委員会，労働法制委員会，民஦訴訟問題等
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特ู委員会，司法制度調査委員会，法律相談運営委員会，司法改革推進セ

ン࣮ࢱ㸧࣮࣓ࣜࡢン࡛ࢺࢫࣜࢢアンࡢࢺ࣮ࢣ回答を依頼ࡓࡋ。担当஦務局

 。ࡓࡋ持参，࣓࣮ࣝ，FAX࡛回収ࡢ࡬

日付 内  容 対象者数 

5᭶ 1日 関連委員会࣮࣓ࣜࡢン࡛ࢺࢫࣜࢢ案内710ྡ 。ࡓࡋ 

そࡢ他，各法律相談セン࣮ࢱを通࡚ࡌ，東京୕弁護士会ࡢ相談担当員࡟

アンࢺ࣮ࢣ用紙を配布࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，各法律相談セン࡟࣮ࢱアンࢺ࣮ࢣ回

収箱を設置ࡓࡋ。 

ղ 回答数㸦᭷効回答㸧 

   第一次集計：71ྡ，第஧次集計：71ྡ，合計：142ྡ 

 ճ 回答率 

   3.25％㸦142ྡ／4,360ྡ㸧 

   ※2014年 8᭶ 1日現在ࡢ弁護士会員数࡟対ࡿࡍ回答数ࡢ割合 

 

㸦㸱㸧第஧東京弁護士会 

ձ 会員࡟対ࡿࡍアンࡢࢺ࣮ࢣ周知，配布及び回収ࡢ方法 

第஧東京弁護士会ࡢ会員向けࣈ࢙࢘サイ࠾࡟ࢺい࡚，アンࢺ࣮ࢣ用紙を

会員向け，ࡋࢻ࣮ࣟࣉをアッࢱ࣮ࢹ࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍࢻン࣮ࣟ࢘ࢲ

 。ࡓࡋ回答を依頼ࡢࢺ࣮ࢣい࡚アン࠾࡟ンࢪガ࣐࣮࣓ࣝ

全会員࡟対ࡋ，FAX を送信ࡋ，会員向けࣈ࢙࢘サイࡽ࠿ࢺアンࢺ࣮ࢣ用

紙を࢘ࢲン࣮࡚ࣟࡋࢻ回答ࡼࡿࡍう࡟依頼ࡓࡋ。 

第஧東京弁護士会ࡢ関連 5 委員会㸦常議員会，司法制度調査会，弁護士

業務セン࣮ࢱ，裁ุ官制度等改革推進委員会，法律相談セン࣮ࢱ運営委員

会㸧を通࡚ࡌアンࢺ࣮ࢣ用紙を配布ࡋ，回収ࡓࡲ。ࡓࡋ，第஧東京弁護士

会ࡢ委員会࣮࣓ࣜࡢン࠾࡟ࢺࢫࣜࢢい࡚アンࡢࢺ࣮ࢣ回答を依頼ࡓࡋ。 

担当஦務局࣮࣓ࣝࡢ࡬，FAX࡛回収ࡓࡋ。 

日付 内  容 対象者数 

4᭶ 1日 

全会員࡟対ࡋ，FAXを送信ࡋ，第஧東京弁護士会ࡢ会

員ࣈ࢙࢘サイࡽ࠿ࢺアンࢺ࣮ࢣ用紙を࢘ࢲン࣮ࣟࢻ

 。ࡓࡋ依頼࡟うࡼࡿࡍ回答࡚ࡋ

4,815ྡ 

4᭶ 3日 

会員向け࣓࣮࣐ࣝガࢪン࣐࣮࣓ࣝ，ࡾࡼ࡟ガࢪンⓏ録

会員࡟対ࡋ，第஧東京弁護士会ࣈ࢙࢘ࡢサイࡽ࠿ࢺア

ンࢺ࣮ࢣ用紙を࢘ࢲン࣮࡚ࣟࡋࢻ回答ࡼࡿࡍう࡟依

頼ࡓࡋ。 

3,078ྡ 

そࡢ他，各法律相談セン࣮ࢱを通࡚ࡌ，東京୕弁護士会ࡢ相談担当員࡟

アンࢺ࣮ࢣ用紙を配布࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，各法律相談セン࡟࣮ࢱアンࢺ࣮ࢣ回

収箱を設置ࡓࡋ。 
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ղ 回答数㸦᭷効回答㸧 

   第一次集計：129ྡ，第஧次集計：70ྡ，合計：199ྡ 

 ճ 回答率 

   4.28％㸦199ྡ／4,643ྡ㸧 

   ※2014年 8᭶ 1日現在ࡢ弁護士会員数࡟対ࡿࡍ回答数ࡢ割合 

 

㸲 集計と分析 

㸦㸯㸧集計 

  調査内容ࡢ入力࣭集計ࡣ，日ᮏ情報産業株式会社࡟委クࡓࡋ㸦ࡋࡔࡓ，自

⏤グ載内容ࡢ一部ࡘ࡟い࡚ࡣ，東京弁護士会஦務局࠾࡟い࡚入力ࡓࡋ。㸧。 

㸦㸰㸧ศ析 

  ୖグࡾ࠾࡜ࡢ，第一東京弁護士会会員及び第஧東京弁護士会会員ࡢ回答数

対象ࡢをศ析ࡳࡢ回答㸦1,129ྡศ㸧ࡢ東京弁護士会会員，ࡵࡓࡓࡗ࠿࡞少ࡀ

 。ࡓࡋ࡜

 

㸳 作業ࢫケࢪュ࣮ル 

日付 ࢪࢣࢫュ࣮ࣝ  

2013年 7᭶ 25日 東京弁護士会 民஦司法改革実現ᮏ部㸦以ୗ，ࠕ実現ᮏ部ࠖ

調査部会ࠕ，民஦実情調査部会㸦以ୗࡢいう。㸧࡜ いう。㸧ࠖ࡜

 。ࡓࡋ検討を開始ࡢ案ࢺ࣮ࢣい࡚，アン࠾࡟

 

翌年 2᭶ᮎ࡟࡛ࡲ，調査部会準備会を 5回，調査部会を 7

回開催࡚ࡋアンࢺ࣮ࢣ項目࣭内容等ࡘ࡟い࡚検討ࡓࡋ。 

 

2014年 1᭶ 21日 早稲⏣大学 菅原郁夫教授࡜打合ࡋࡏ，アンࡢࢺ࣮ࢣ内

容࣭実施方法等ࡘ࡟い࡚助言いࡔࡓいࡓ。 

 

東京弁護士会ࡽ࠿第一東京弁護士会ࡼ࠾び第஧東京弁護

士会࡟対ࡋ，アンࢺ࣮ࢣ実施ࡁࡘ࡟，協力を要請ࡓࡋ。 

 

2014年 2᭶ 28日 アンࢺ࣮ࢣ確ᐃ  

2014年 3᭶ 3日 アンࢺ࣮ࢣ実施  

2014年 4᭶ 30日 アンࢺ࣮ࢣ第一次締ࡵษࡾ  

2014年 6᭶ 20日 第 26回 司法ࢩンࢩࣞࣉ࣭࣒࢘ࢪ࣏ンࠕ࣒࢘ࢪ࣏いࡲ司法

現ࡢ民஦司法ࡢ国ࡀᡃ～࠿ࡿえ࡚いࡓこ࡟期待ࡢ国民ࡣ

状࡜課題～ࠖ࠾࡟い࡚，第一次集計㸦㸲᭶ 30 日࡛ࡲ㸧ࡢ

一部を資料࡚ࡋ࡜配布ࡓࡋ。 

 

2014年 6᭶ 30日 アンࢺ࣮ࢣ第஧次締ࡵษࡾ  

2014年 7᭶ 4日 東京弁護士会ࡽ࠿，日ᮏ情報産業株式会社࡬回収ࡓࡋアン

 。ࡓࡋ集計作業を開始，ࡋを提供ࢺ࣮ࢣ

 

2014年 8᭶ 1日 アンࢺ࣮ࢣ回収ཷ付ࡢ最終締ࡵษࡾ  

 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
検
討
期
間 

回
答
・
回
収
期
間 
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2014ᖺ 8月 29日 集計されたアンケーࢹࢺータが納品され，分析作業を開始

した。 

分析担当者におい࡚報告書案のୗ案を作成した。 

＜分析担当者㸦五十音順㸧＞ 

大坪 和敏   大堀 健ኴ郎  奥  国範  髙梨 滋雄 

ᖹ澤 慎一  藤原 靖ኵ   水野 泰孝 

11月ᮎま࡛に，実現ᮏ部を 3回，実現ᮏ部正副事務局会議

を 3回，調査部会を 7回開催し，報告書の内容を検討した。 

また，分析案につい࡚，菅原教授に助言を求め，菅原教授

の助言を踏まえ࡚，分析案を再検討した。 

 

2014ᖺ 11月 30日 報告書完成  

 

以ୖ 

 

分
析
期
間 
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商事事件㸦問 51～問 68㸧 

回答者㸦過去 3年間࡟商事事件ࡢ経験ࡀあࡿ者㸧㸸433ྡ 

 割合㸸38.4％ࡿࡍ対࡟回答総数ࢺンケ࣮࢔

 

㸯．国際商取引の取扱い࠙問 51～問  ࠚ55

過去 3 年間࡟，国㝿商ྲྀ引࡟関ࡿࡍ紛争ࡘ࡟い࡚，日本以外ࡢ外国࠾࡟

い࡚ࡶ紛争解決ࡢ管轄ࡀあࡿ案件ࢆ扱ࡗたࡀ࡜ࡇあࡿ弁護士ࡣ少数㸦11.3％㸧

࠙ࡿぼࡢ࡟大多数㸦83.4％㸧ࡀい弁護士࡞ࡀ࡜ࡇたࡗ扱，ࡾࡲ࡝࡜࡟ 問 51 。ࠚ

国㝿商ྲྀ引࡟関ࡿࡍ紛争ࡘ࡟い࡚ࡣ，そࢀ自体ࡢ件数ࡀ必ࡶࡋࡎ多く࡞い

可能性ࡶあࡢࡽࢀࡇ，ࡀࡿ案件ࢆ扱う弁護士ࡀ一部ࡢ弁護士࡟限࡚ࢀࡽい

 。ࡿࢀ窺わࡀ࡜ࡇࡿ

国㝿商ྲྀ引࡟関ࡿࡍ紛争࠾࡟い࡚，日本以外ࡢ外国ࡶ࡟紛争解決ࡢ管轄

࡜ࡇࡿࡍ利用ࢆ紛争解決手続ࡢく外国࡞ࡣ日本࡛ࡀ依頼者，࡟場合ࡿあࡀ

問࠙ࡾ過半数㸦55.1％㸧࡛あࡀ場合ࡿࡍ希望ࢆ 52 日本，࡚ࡋ࡜理由ࡢそ，ࠚ

ࡿࢀ指摘さࡀ不安㸦64.0％㸧ࡿࡍ関࡟語学対応力ࡿࡅ࠾࡟紛争解決手続ࡢ

࠙問 53 ࡀ利用ࡢ紛争解決手続ࡢい࡚，日本࠾࡟紛争ࡿࡍ関࡟国㝿商ྲྀ引。ࠚ

ಁ進さࡿࢀたࡣ࡟ࡵ，手続ࡿࡅ࠾࡟語学対応力ࡢ向上ࢆ図ࡿ必要性ࡀ窺わ

 。ࡿࢀ

国㝿商ྲྀ引࡟関ࡿࡍ日本ࡢ裁ุ実務ࡢ効率㸦時間࣭労力㸧ࡀ非効率࡛あ

問࠙ࡿい࡚ࡗ࡞࡜過半数㸦55.1％㸧ࡀ者ࡿい࡚ࡌ感࡜ࡿ 54 ࡎ必ࡣ回答数。ࠚ

ࡗい࡚，ྲྀ扱࠾࡟分㔝ࡿࢀ推測さ࡜ࡿい࡛ࢇ進ࡀ専門化，ࡀい࡞多くࡶࡋ

࡚いࡿ弁護士ࡢ過半数ࡀ非効率࡛あ࡜ࡿ指摘࡚ࡋいࡿ点࡟注目࡛ࡁ࡭ࡍあ

࡚ࡋ࡜方策࡞有効࡟ࡵたࡢ効率化。ࡿࢀࡽ考え࡜高いࡀ必要性ࡢ改善，ࡾ

充ࡢ設置㸦81.5％㸧や専門委員制度ࡢ専門部࣭集中部ࡿࡅ࠾࡟裁ุ所，ࡣ

実㸦65.4％㸧࡝࡞専門性ࡢ向上ࢆ図ࡿ必要性ࡀ指摘さ࡚ࢀい࠙ࡿ問 55 ࡲ。ࠚ

た，送達ࡢ迅㏿化や執行制度ࡢ機能強化ࡢ必要性ࢆ指摘ࡿࡍ回答ࡶ見ࢀࡽ

問࠙ࡿ 55  。ࠚ

最終報告書࠾࡟い࡚，わࡀ国ࡿࡅ࠾࡟国㝿商事仲裁ࢆ活性化ࡿࡍた࡟ࡵ，

人材ࡢ確保及び育成，国ෆ外ࡢネッࢺワ࣮クࡢ強化等ࡀ課題࡚ࡋ࡜指摘さ

指࡚ࡋ࡜い࡚検討課題ࡘ࡟いう選択肢࡜行うࢆ㸦31頁㸧，英語࡛裁ุ手続ࢀ

摘さ࡚ࢀいࡿ㸦32 頁㸧ࡀ，弁護士ࡢ回答ࡶࡽ࠿日本ࡢ紛争解決手続ࡅ࠾࡟

 。ࡿࢀྲྀࡳ読ࡀ不安ࡿࡍ関࡟語学対応力ࡿ

 

㸰．知的財産権に関する案件࠙問 56～問  ࠚ57

過去 3 年間࡟，知財高裁࡟ಀ属ࡿࡍ案件ྲྀࢆ扱ࡗたࡀ࡜ࡇあࡿ弁護士ࡢ

うち，知財高裁ࡢ審理やุ断ෆ容࡟不満ࢆ感࡚ࡌいࡿ弁護士ࡣ少数㸦16.7％㸧

࡛あࡾ，過半数㸦51.9％㸧ࡢ弁護士ࡣ不満ࢆ感࡚ࡌい࡞い࠙問 57 ࡜必要。ࠚ
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思わࡿࢀ専門性ࡢ具備ࡘ࡟い࡚ࡶ，備え࡚い࡞い࡜回答ࡋた弁護士ࡣ少数

㸦7.5％㸧࠙ࡾ࠾࡚ࡗࡲ࡝࡜࡟問 57 良ࡡ概࡚ࡋ࡜制度，ࡣ知財高裁制度，ࠚ

好࡟運営さ࡚ࢀいࡢ࡜ࡿ評価ࡿࡁ࡛ࡀ。 

訴え㸦民ࡿࡍ関࡟特許権等ࡿࡅ࠾࡟段階ࡢ第一審，ࡣ最終報告書࡛，࠾࡞

事訴訟法 6条 1項㸧ࡢ管轄裁ุ所ࢆ，現行ࡢ東京地裁࡜大阪地裁ࡽ࠿ࡳࡢ，

事件ࡢ専門性࡟配慮ࡶࡘࡘࡋ管轄裁ุ所ࢆ増やࢆ࡜ࡇࡍ検討ࡿࡍ旨ࡢ指摘

 。㸦33頁㸧ࡿあࡀ

 

㸱．企業の秘密情報࠙問 58～問  ࠚ60

過去 3 年間࡟裁ุࡢ公開原則ࡿࡼ࡟情報流出ࢆ懸念࡚ࡋ企業ࡢ秘密情報

。一定程度㸦34.8％ࡀ弁護士ࡿあࡀ࡜ࡇたࡋ躊躇ࢆ提出ࡢ証ᣐ等ࡿࢀࡲ含ࡀ

直面࡟提出ࡢ証ᣐ等ࡿࢀࡲ含ࡀ秘密情報ࡢ企業ࡶそࡶそ，ࡣ࡟回答，࠾࡞

問࠙ࡋ㸧存在。ࡿࢀࡽ考え࡜ࡿࢀࡲ含ࡀい者࡞い࡚ࡋ 58 商事事件ࡢ企業，ࠚ

࡞࡜㞀害ࡀ公開原則ࡢ裁ุࡽ࠿観点ࡿࡍ保護ࢆ秘密情報ࡢい࡚，企業࠾࡟

ࡍ一定程度存在，ࡀい࡞ࡁ評価࡛ࡣ࡛ࡲ࡜多い࡟相対的，ࡣ事例ࡿい࡚ࡗ

 。ࡿࢀ確認さࡀ࡜ࡇࡿ

日本࠾࡟い࡚弁護士ࡢ秘匿特権ࡀ必要࡛あ࡜ࡿ考えࡿ弁護士ࡀ多数

㸦63.0％㸧࡟上ࡾ，必要࡛࡞ࡣい࡜考えࡿ弁護士ࡣ少数㸦4.5％㸧ࡲ࡝࡜࡟

問࠙ࡿ 59 弊害ࡿࡍ࡜うࡼࡋ回避ࢆ࡜ࡇࡿࡍ書面化ࢆ㔜要事項ࡀ企業等。ࠚ

㸦71.3％㸧や，弁護士ࡢ秘匿特権ࡀあࡿ国࡜並行࡚ࡋ進行ࡿࡍ手続࠾࡟い

࡚当該他国ࡢ࡜連携ࡀ困難࡜ࡇࡿ࡞࡜㸦50.4％㸧ࡀ指摘さ࠙ࡿࢀ問 60 そ。ࠚ

ࢀࡽ得ࡀ信用ࡢ外国企業ࡾࡼ࡟࡜ࡇい࡞ࡀ秘匿特権࡟弁護士ࡢ他，日本ࡢ

ࡽ࠿依頼者，ࡿい࡚ࡌ生ࡀ支㞀࡟協議࡞率直ࡢ間ࡢ弁護士࡜い，依頼者࡞

相談࡟あたࡾ不安ࡶࢆたࡢ࡝࡞ࡿࢀ指摘ࡀ複数あࡾ，日本࠾࡟い࡚弁護士

࠙ࡿい࡚ࢀ指摘さࡀ問題性ࡿࡼ࡟࡜ࡇい࡞い࡚ࢀࡽࡵ認ࡀ秘匿特権࡟ 問 60  。ࠚ

最終報告書࠾࡟い࡚，知的財産権や不ṇ競争防Ṇ法ࡢ分㔝以外ࡢ分㔝࡟

提࡟裁ุ所ࡾ制限的࡛あࡀ秘密情報保護ࡿࡅ࠾࡟裁ุ手続ࡢい࡚，現在࠾

出ࡋた証ᣐ等ࡢ資料ࡀ外部࡟流出ࢆ࡜ࡇࡿࡍ懸念ࡽࡀ࡞ࡋ訴訟対応࡚ࡋࢆ

いࡀࡢࡿ現状࡛あࡿ旨ࡢ指摘ࡀあࢁࡇ࡜ࡿ㸦34頁㸧，一定程度ࡢ事例ࡀ存在

指摘ࡢ࡜い࡞ࡀ保㞀ࡢ秘匿特権等ࡢた，弁護士ࡲ。たࢀ確認さࡀ࡜ࡇࡿࡍ

㸦34 頁㸧ࡘ࡟い࡚ࡶ，多数ࡢ弁護士ࡀ秘匿特権ࡢ必要性ࢆ感࡚ࡌい࡜ࡇࡿ

 。たࡗ࡞࡟࠿ࡽ明ࡀ

 

㸲．裁ุ所の専門的知見࠙問 61～問  ࠚ63

過去 3 年間࡟，商事事件や商ྲྀ引事件ࡢ裁ุ࠾࡟い࡚，必要࡜さࡿࢀ専

門的知見࡟関ࡿࡍ裁ุ所ࡢ理解࡟不安や懸念ࢆ覚えたࡀ࡜ࡇあࡿ弁護士ࡀ

一定程度㸦38.5％㸧存在࡚ࡋい࠙ࡿ 問 61 ，IT分㔝㸦66.4％㸧，ࡣ࡟具体的。ࠚ

金融ྲྀ引分㔝㸦58.9％㸧ࡘ࡟࡝࡞い࡚多く指摘さ࠙ࡿࢀ問 62 専ࡢ裁ุ所。ࠚ

-  21 -

第２　全体分析　商事事件

10/15



門的知見ࢆ確保ࡿࡍたࡢࡵ方策ࡣ࡚ࡋ࡜，専門部又ࡣ集中部ࡢ設置㸦74.4％㸧

や専門委員制度ࡢᣑ充㸦69.5％㸧ࡀ掲࠙ࡿࢀࡽࡆ問 63  。ࠚ

ࡣい࡚専門部又࠾࡟分㔝ࡢ商事࣭商ྲྀ引，ࡶい࡚࠾࡟最終報告書，࠾࡞

集中部ࡿࡼ࡟裁ุ手続ࡢ導入ࡀ検討事項࡚ࡋ࡜掲࡚ࢀࡽࡆいࡿ㸦35頁㸧。 

 

㸳．独立委員会等࠙問 64～問  ࠚ65

過去 3 年間࡟，企業等ࡢ不祥事࡟関࡚ࡋ当該企業等ࡀ設置ࡋた独立委員

会等࡟加わࡗたࡀ࡜ࡇあࡿ弁護士ࡢ一定数㸦36.7％㸧ࡀ委員会ࡢ権能や独

立性࣭公ṇ性࡟疑問ࢆ感ࡌた経験ࢆ有࡚ࡋい࠙ࡿ問 64 当該，ࡣ࡟具体的。ࠚ

企業等ࡽ࠿提供さࢀた情報や資料࡟偏ࡀࡾあ࡜ࡿ感ࢀࡽࡌた㸦85.5％㸧，当

該企業等ࡾࡼ࡟選任さࢀた委員ࡢ構成ࡀ中立性ࢆ欠い࡚いた㸦76.9％㸧，当

該企業等ࡀ秘密情報ࡢ保護ࢆ理由࡟必要࡞情報や資料ࡀ開示さࡗ࠿࡞ࢀた

㸦66.2％㸧ࡢ࡝࡞指摘࡞ࡀさ࡚ࢀい࠙ࡿ問 65 中立ࡢ構成ࡢ独立委員会等。ࠚ

性ࢆ担保ࡿࡍ方策や独立委員会等ࡿࡅ࠾࡟調査手段ࡢᣑ充ࡘ࡟い࡚，高い

必要性ࡀ窺わࡿࢀ。 

ࡍ関࡟偏在ࡢ証ᣐࡿࡅ࠾࡟独立委員会等，ࡶい࡚࠾࡟最終報告書，࠾࡞

 。㸦36頁㸧ࡿい࡚ࢀ指摘さࡀ必要性ࡢ࡜ࡇࡿࡍ解消ࢆ問題ࡿ

 

㸴．会社役員の責任追及に関する訴訟࠙問 66～問  ࠚ67

過去 3 年間࡟会社役員ࡢ責任追及࡟関ࡿࡍ訴訟ࡢ原告代理人ࡗ࡞࡜た経

験ࡀあࡿ弁護士ࡢうち大多数㸦88.9％㸧ࡢ弁護士ࡀ，会社ࡀ保有ࡿࡍ証ᣐ

࠙ࡿい࡚ࡌ感࡜ࡿ欠い࡚いࢆ手段ࡿࡍ収集ࢆ 問 67 ࢆ証ᣐࡿࡍ保有ࡀ会社。ࠚ

収集ࡿࡍたࡢࡵ制度や方策ࡘ࡟い࡚ࡣ，文書送付嘱ク࡟応ࡿࡌ義務ࢆ設定

࡟強力ࡀ㸦70.3％㸧，裁ุ所ࡿࡍ導入ࢆスカバ࣮ࣜ制度࢕ࢹ，㸦85.1％㸧ࡿࡍ

訴訟指揮ࡿ࡜ࢆ㸦78.4％㸧ࡢ࡝࡞指摘࡞ࡀさ࡚ࢀい࠙ࡿ問 68  。ࠚ

，い࡚࠾࡟裁ุࡿࡍ࡜相手ࢆ会社や役員，ࡶい࡚࠾࡟最終報告書，࠾࡞

証ᣐ㸦訴訟資料㸧ࡢ会社側ࡢ࡬偏在ࡀ顕著࡛あࡀ࡜ࡇࡿ指摘さ࡚ࢀい࡜ࡿ

࡟࠿ࡽ明ࡀ࡜ࡇࡿ様࡛あྠࡀ認識ࡢ弁護士࡚ࡗࡼ࡟㸦36頁㸧，上グ回答ࢁࡇ

 。たࡗ࡞
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࠙商஦஦件ࠚ問㸴㸴㸦会社役員ࡢ責任追及࡟関ࡿࡍ訴訟ࡢ経験㸧

䠄単఩：人䠅

1 あࡿ 81 →　問㸴㸵࡬

い࡞ 2 347 →　問㸴㸷࡬

合 計 428

過去㻟年間䛻，会社役員䛾責任追及䛻関䛩䜛訴訟䛾原告௦理人䛸䛺䛳䛯䛣䛸䛜あ䜚䜎䛩䛛。該当䛩䜛番号䠍
䛴䛻○䜢付䛡䛶く䛰さい。

○問㸴㸴㸦会社役員ࡢ責任追及࡟関ࡿࡍ訴訟ࡢ経験㸧
弁護士ࡿあࡀ経験ࡓࡗ࡞࡜原告௦理人ࡢ訴訟ࡿࡍ関࡟責任追及ࡢ会社役員࡟過去」ᖺ間ࠉ
ࠋࡓࡗ重％࡛あ.18ࡣ

 あ䜛 

19% 

䛺い 

81% 
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࠙商஦஦件ࠚ問㸴㸵㸦会社ࡀ保有ࡿࡍ証ᣐࡢ཰集手段ࡢ有無㸧

䠄単఩：人䠅

ࡿあࡃࡼ 1 42

ࡿあ࡟ࡲࡓ 2 30

3 あ࡞ࡾࡲい 5

い࡞ 4 4

合 計 81

䛭䛾䜘う䛺訴訟䛻䛚い䛶，会社䛜保有䛩䜛証拠䜢཰集䛩䜛手段䜢Ḟい䛶い䜛䛸感䛨䛯䛣䛸䛜あ䜚䜎䛩䛛。該当
䛩䜛番号䠍䛴䛻○䜢付䛡䛶く䛰さい。

○問㸴㸵㸦会社ࡀ保有ࡿࡍ証ᣐࡢ཰集手段ࡢ有無㸧
弁護士ࡿあࡀ経験ࡓࡗ࡞࡜原告௦理人ࡢ訴訟ࡿࡍ関࡟責任追及ࡢ会社役員࡟過去」ᖺ間ࠉ
，ࡀ弁護士ࡿあࡀ࡜ࡇࡓࡌ感࡜ࡿḞい࡚いࢆ手段ࡿࡍ཰集ࢆ証ᣐࡿࡍ保有ࡀ会社，ࡕうࡢ
ୖ࡟大多数㸦88.重％㸧࡚ࡏ合わࢆ㸦」】.0％㸧ࠖࡿあ࡟ࡲࡓࠕ࡜㸦監1.重％㸧ࠖࡿあࡃࡼࠕ
ࠋࡿ

䜘䛟あ䜛 

52% 䛯䜎䛻あ䜛 

37% 

あ䜎䜚䛺い 

6% 

䛺い 

5% 

問㸴㸶࡬ 

問㸴㸷࡬ 
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࠙商஦஦件ࠚ問㸴㸶㸦会社ࡀ保有ࡿࡍ証ᣐࡢ཰集ࡢࡵࡓࡢ方策㸧

䠄単఩：人䠅
1 2 3

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ

࡞
い

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ

い
え
࡞
い

合
計

ձ文書送付嘱ク࡟応ࡿࡌ義
務ࢆ設定ࡿࡍ

63 5 6 74

ղࢫ࢕ࢹカバ࣮ࣜ制度ࢆᑟ
入ࡿࡍ

52 3 19 74

ճ裁判所ࡀ強力࡟訴訟指揮
ࡿ࡜ࢆ

58 5 11 74

մそࡢ他 0

会社䛜保有䛩䜛証拠䜢཰集䛩䜛䛯䜑䛻，䛹䛾䜘う䛺制度や方策䛜有益䛷あ䜛䛸考え䜎䛩䛛。ḟ䛾䐟䛛䜙䐡䛾
全䛶䛻䛴い䛶，あ䛺䛯䛾考え䛻最䜒近い䜒䛾䜢䛚選びい䛯䛰䛝，䛭䜜䛮䜜該当䛩䜛番号䛻○䜢付䛡䛶く䛰さ
い。䜎䛯，䛂䛭䛾他䛃䛜あ䜛場合䛿，䛭䛾具体的ෆ容䜒併䛫䛶記入䛧䛶く䛰さい。

○問㸴㸶㸦会社ࡀ保有ࡿࡍ証ᣐࡢ཰集ࡢࡵࡓࡢ方策㸧
義ࡿࡌ応࡟文書送付嘱ク，ࡣい࡚ࡘ࡟制ᗘや方策ࡢࡵࡓࡿࡍ཰集ࢆ証ᣐࡿࡍ保有ࡀ会社ࠉ
務ࢆ設定ࡿࡍ࡜ࡿࡍ弁護士ࡀ大多数㸦8監.1％㸧࡛あࡾ，裁ุ所ࡀ強力࡟訴訟指揮࡜ࡿ࡜ࢆ
ࢀࡎいࡀ弁護士㸦】0.」％㸧ࡿࡍ࡜ࡿࡍᑟ入ࢆ制ᗘ࣮ࣜࣂカࢫ࢕ࢹ，弁護士㸦】8.4％㸧ࡿࡍ
ࠋࡓࡗ࠿࡞ࡣ回答ࡿࡆ掲ࢆ制ᗘや方策ࡢ他ࠖࡢࡑࠕ，࠾࡞ࠋࡿୖ࡟多数ࡶ

あ䛶䛿䜎䜛 

85% 

あ䛶䛿䜎䜙

䛺い 

7% 

䛹䛱䜙䛸䜒い

え䛺い 

8% 

䐟文書送付嘱ク䛻応䛨䜛義務䜢設定䛩

䜛 

あ䛶䛿䜎䜛 

70% 

あ䛶䛿䜎䜙

䛺い 

4% 

䛹䛱䜙䛸䜒

いえ䛺い 

26% 

䐠䝕䜱䝇カバ䝸䞊制度䜢ᑟ入䛩䜛 

あ䛶䛿䜎䜛 

78% 

あ䛶䛿䜎䜙

䛺い 

7% 
䛹䛱䜙䛸䜒

いえ䛺い 

15% 

䐡裁判所䛜強力䛻訴訟指揮䜢䛸䜛 
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